
BLPFC(ブリッジレス PFC) GUI の概要

BLPFC GUI (ブリッジレスPFC(力率改善回路)用GUI) を使用すると、BLPFC EVMキットの機能のいくつかを評価するためのシンプルな

インターフェイスが実現できます。このGUIはMicrosoft Visual Studio .NETを使用してC#で書かれており、ソース・コードは次の  
ディレクトリに置かれています。

..\controlSUITE\development_kits\BLPFC\~GUI\~Source\ 

BLPFC GUIの機能は次の通りです。 
 BL PFC EVMのパラメータの一部(DC(直流)電源バス電圧Vbus、AC(交流)入力電圧実効値 Vrms、AC入力電圧周波数等)を監視

および/または制御します。 
 電圧ループおよび電流ループの制御パラメータをユーザー側で変更して、制御ループのオンライン微調整(on-line tuning)を行うこ

とが可能です。

 始動構成(startup configuration)のセットアップ機能を備えています。 

使用を開始するには

ハードウェアのセットアップ

 
 
 
 

 

USBコネクタをPiccolo (CC2803x)コントローラ・カードに接続して、エミュレーション用とします。まず制御回路だけを起動するために、外

付けDC電源+12VdcをJP1で使用します。デフォルトでは、Piccoloコントローラがフラッシュから起動(boot)してBLPFCのコードを実行    
できるようになっています。RAMを使用したBLPFCコードのプログラミングや実行は、ユーザ側では行えません。スイッチSW1をオンに  
するには、スイッチを電解コンデンサ(electrolytic caps) (C5、C6、C7)の方に倒してください。これにより、外付け電源 +12VがBL PFC
ボードに印加されます。

適切な絶縁型AC電源(100～250Vac、47Hz～63Hz、最小値(min)350W)を使用して、入力電力をBLPFC EVMに供給します。AC電源

はBLPFC EVMに接続しますが、この時点ではまだAC電源をオンにしないでください。適切な抵抗負荷(単独)を、BLPFC DC 出力端子 
(PFC-Out端子とGND端子)に接続します。推奨される抵抗負荷は10W ～300Wの範囲内です。このボードでは電子負荷を使用しないで

ください。

アプリケーションの実行

デフォルトでは、あらかじめフラッシュ・メモリに書き込まれた(pre-Flashed)コードから起動(boot)するようにハードウェアが構成されて

います。 GUIは、対応するCCSプロジェクトにあるF2803x_FLASH構成でのみ動作します。 

General Purpose (汎用) GUIを実行するには、Microsoft .NET framework Ver. 2.0以降が必要になることに注意してください。このプロ

グラムを実行する前に、該当する .NET frameworkがインストールされていることを確認してください。 

注意: 

BLPFCボード上は高電圧になっています。実験室環境で、電源に精通した専門の技術者のみがボードを取り扱うようにしてください。こ

のボードを安全に評価するために、絶縁型AC電源を使用してユニットを起動してください。AC電源をボードに印加する前に、電圧計と  
適切な(単独の)抵抗負荷を出力側に取りつけてください。これにより、AC電源がオフになった時にバス・コンデンサの放電時間が短縮で

きます。ボードで電子負荷を使用した場合についてのテストは行われていないため、ボードでは電子負荷を使用しないでください。ボード

には出力過電流保護(機能)が実装されていないため、ユーザー側で適切な対策を講じて出力短絡状態が発生しないようにする必要が

あります。BLPFCボードの起動には必ず、AC電圧110V(60Hz)を使用する必要があります。ボードが起動した後は、仕様の範囲内で入

力電圧を任意の電圧に変更できます。
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1) ..\controlSUITE\development_kits\BLPFC\~GUI を表示して、BLPFC-GUI.exe をクリックします。次に示すような、BLPFC
GUIの画面が表示されます。

2) GUI上の「Setup Connection (接続をセットアップする)」をクリックします。

3) 通信速度(ボー・レート)を確認して、57600に設定します。

4) 次に、使用するシリアルCOMポート(comport)を選択します。

a. ターゲットが接続されているCOMポートがすでに分かっている場合は、それを選択します。

b. 既知のCOMポートが無い場合は「Find Comport(COMポートの検索)」ツールを使用して、EVMボードに接続されている

シリアル・ポート接続を検索します。
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1.ターゲットのF2803x MCUが、あらかじめフラッシュ・メモリに書き込まれた(pre-Flashed)コードから起動(boot)するよう

にセットアップされていることを確認します。(ブートアップ構成のセットアップについては、関連する制御カードのドキュメ

ンテーションを参照してください) 
2.「Find Comport(COMポートの検索)」をクリックした後、ウィンドウ下部に表示される指示に従います。このようにして、

EVMボードに接続されたCOMポートを検索する短い自動テスト が行われます。 
3. 指示に従ってテストを行っていくと、ウィンドウ下部に「Comport Found (COMポートが見つかりました): COMXX」と表

示されるはずです。受信されたエラーをすべて修正/チェックしても有効なCOMポートが見つからない場合は、次に示す

c の手順を使用してこのプロセスをやり直すことで、正しいCOMポートを検索してください。 
c. 次のように画面上をクリックしていき、COMポートを手動で検索します。  

Control Panel  -> System -> Hardware タブ -> Device Manager  -> Ports (COM & LPT) 
シリアル・ポートを直接PCに接続して使用している場合は、「Communications Port (通信ポート)」という名前で示された

COMポートを探して、Setup Connection ウィンドウでこのCOMポートを選択します。  

5) 「Boot on Connect (接続直後に起動する)」のチェックが外れていることを確認します。 
6) 「OK」をクリックします。 
7) メイン・ウィンドウ上で、「Connect (接続)」をクリックします。これでGUIがターゲットに接続され、使用できるようになります。 
8) 次に示すように、パラメータの更新レートを選択します。 

GUI の構成 
 Command Set (コマンド・セット) 部 – 「Set Vbus (Vbusの設定)」テキスト・ボックスを介してPFCの出力電圧を設定できます。  
 Monitor (モニタ) 部 – 各種のシステム・パラメータ値(AC(交流)入力電圧実効値、入力AC整流電圧平均値、入力AC電源周波数、

PFC出力電圧等)を表示します。 
 Update Rate (更新レート) 部 – GUIがモニタ部のパラメータを更新するレートを変更します。 
 Loop Tuning (ループ微調整)部 – PFCの動作中でも、GUI環境から電流ループと電圧ループのPIDゲインを補正できます。         

ただし、ユーザー側で注意して、コントローラのゲインを適切に変更する必要があります。ゲイン値が正しくないと、PFCの動作が  
不安定になる可能性があります。 
PIDゲイン・パラメータの許容範囲は、電圧ループの場合は0～9999、電流ループの場合は0～999となります。極/ゼロ/ゲイン形式 
(ZPK形式)でコントローラを使用すれば、電流ループ補償値を補正することも可能です。この機能を使用するには、「Select ZPK or 
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PID for Current Loop (電流ループ用にZPKまたはPIDを選択する)」と表示されたボタンをクリックします。このボタンがONになる

と、ZPK形式を使用できます。このボタンをOFFにすると、PID 形式が有効になります。 
 Setup Connection (接続のセットアップ) 部 – シリアル・ポートとブートの設定が記載された新しいウィンドウをオープンします。 
 Connect/Disconnect (接続/切断)部 – ターゲット・ボードとのシリアル・ポート通信を開始します。 

GUI の使用 
 ハードウェアが正しくセットアップされ、アプリケーション・プログラム(あらかじめフラッシュに書き込まれたコード)がGUIで動作するか

どうかのテストが完了した後、GUIをクローズし、スイッチSW1をオフにして、外付け電源+12Vdcを切断します。 
 J8のジャンパが接続されていて、AC電源をオンにすると絶縁型バイアス電源(PFC出力コンデンサC5、C6、C16)に近い位置M2に

マウントされている小型のバイアス電源ボード)で出力+12Vdcを供給できるようになっているかどうかを確認してください。  
 確認後、電圧を約110Vacに設定して、AC電源をオンにします。  
 スルー・レートに応じて、PFC 出力が所要の設定値 (最大400Vdc )まで上昇するはずです。 
 入力電圧(100 ～ 240Vrms)または負荷電力(0～300W)を様々に変化させた場合の、DCバス電圧と入力力率(input power factor)

に対する影響を確認します。DC電源バスは、すべての条件下で400Vとなるように調整する必要があります。負荷とラインの条件の

変化に応じて、入力電流の力率が0.94～0.999の範囲で変化します。 
 前述の手順でBLPFC GUIを起動して(bring up)、PFCパラメータを監視します。GUI上で、DCバス電圧を変更します(400V～

350V)。印加されるライン入力電圧が大きい(220Vrms ～ 240Vrms)場合は、DCバス電圧を400Vに近い値に設定する必要があり

ます。 
 AC電源をオフにする時は、一番最初にAC電源をオフにするようにしてください。その後、GUIが切断されるまで数分待機します。  

 

 

 

参考文献 
詳細な情報については、次の資料を参考にしてください。 

 BLPFC User Guide –使いやすい実験室形式のフォーマット(labstyle format)で、BLPFCプロジェクトについての詳細な情報を提

供しています。  
..\controlSUITE\development_kits\BLPFC\~Docs\BLPFC.pdf 

 BLPFC_Rel-1.0-HWdevPkg – Piccolo-A コントローラ・カードの回路図(schematics)関連の各種ファイルの入ったフォルダです。 
..\controlSUITE\development_kits\BLPFC\BLPFC_HWDevPkg 

 F28xxx User’s Guides 
http://www.ti.com/f28xuserguides 
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IMPORTANT NOTICE 




